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主な研究分野
天然の資源としての生物・水・鉱物を人類が上手に使うことによって，これら
を持続的に利用することができる道を探ることを大きな目的として研究活動を
行っている。その為には自然のプロセスについての知見を集めることと深める
ことが重要である。自然のプロセスは無機的プロセスと生物学的プロセスとか
らなるが，微生物が関与する生物・物理・化学・地質プロセスを研究対象とし
ている。
1) 水圏・地圏・大気圏の地質学的過程の一部としての微生物活動
1.1 陸上火山活動と微生物
溶岩の微生物群集と風化による微生物群集の変化

1.2 自然界の無機触媒的反応
海底熱水系における岩石-水反応

による水素と一酸化炭素の発生
青潮発生に関与する触媒反応

1.3 降下物と地質
酸性雨が与える森林土壌微生物

活動への影響と大気への影響
1.4 微生物による鉱物形成

微生物による溶存成分からの粘
土鉱物形成
2) 人間活動に関連する水圏・地質
圏の微生物学的プロセス

2.1 地質汚染 (「土壌・地下水汚染」)
地質・水圏微生物の活性・バイオマス研究手法の開発と適用 (写真：ボーリ

ングによる地質の微生物学)
自然が持つ地質汚染浄化過程と天然の微生物群集を利用した浄化手法

2.2 放射性廃棄物の地層処分
地質中の微生物活動と地下水化学の変動
微生物影響を考慮した核種移行と地下水化学のシミュレーション

2.3 漁場環境
海洋・湖沼の堆積物と微生物活動と人為的「底質改善」による漁場維持

相談に応じられる分野･テーマ
①地質(土壌・地下水)汚染調査と浄化手法
②土壌・地質中の微生物の利用
③自然界の物質循環・エネルギーの流れと人間活動の持続可能性

学会活動
1) 米国微生物学会
2) 国際微生物生態学会
3) 日本地質学会
4) 日本微生物生態学会
5) 日本水産学会
ほか キーワード

地質汚染 (土壌・地下水汚染)，地質・水質と微生物，社会活動
地質汚染の科学的調査法と浄化
法の開発と普及を NPO 地質汚
染審査機構で行っている。

主な担当科目
土壌浄化学概論
環境分析演習
ほか
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